
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

一般社団法人 静岡県安全運転管理協会 

 

 

地区会長が先頭に立ち「交通死亡事故現場診断」に参加 

２月 27日(金)、藤枝地区協会では、市内下之郷地先市道で発生した交通死亡事故 

        ２月３日(火)午前 10時 42分ころ発生 

        軽四乗用車×原付「40代男性死亡」 

の現場診断に会長・副会長２名・事務局長の計４名が参加しました。 

  

現場診断には、警察署、市役所、関係団体・機関から多数が参加して行われ 

   ○ ハンドルを握ったら“運転に専念”すること。 

   ○ 交差点では、一時停止・徐行の“安全確認の徹底”が必要である。 

   ○ 四輪と二輪との速度感覚は全く違う。“的確な予測運転”が重要である。 

   ○ 一旦停止の交通規制など“ハード面の整備”も必要である。 

等、貴重な意見が出されました。 
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町職員を対象とした「交通安全講習会」を開催 

講習会のまとめとしての“裾野警察署交通課長による「交通安全講話」”も受講し

た皆さんは、 

 疑似体験ではありましたが、今後の「安全運転」に大変参考となりました。 

と感想を述べておりました。 

２月 27日(金)、裾野地区協会では、長泉町役場の職員を対象に 

「交通安全講習会」 

を開催しました。 

 講習会は「東部運転免許センター」を会場として行われ、参加した 27名の職員が 

   ドライビングシミュレーター・飲酒ゴーグル体験・敏捷性測定棒体験 

などに真剣に取り組みました。 

  



 

 

 

 

「ピカッと作戦！」のチラシをメール配信 

掛川地区協会では、３月１日をもって「早めのライト点灯」時刻が、「午後４時」

から「午後５時」に変更となったことを会員事業所職員・従業員や家族の皆さんにお

知らせするため、地区協会が作成した依頼文とともに、 

「静岡県交通安全対策協議会」から提供されたチラシ 

をメール登録されている事業所に配信しました。 

 配信した地区協会では、この広報活動によりドライバーの皆さんが 

       「夕暮れ時に早めのライトオン！」 

を実践してくれることを期待しています。 


